
について第６回Ｇ20国会議長会議（Ｐ20）

令和元年11月１日

参 議 院 国 際 部

第６回Ｇ20国会議長会議（Ｐ20）は、Ｇ20諸国及び招待国等の議長又はその代理を招

請して東京において開催されます。

会議日程等については、下記のとおりです。

記

１．期 日 11月４日（月・振替休日）

２．会議場 参議院議員会館講堂

３．主 催 参議院 ※ＩＰＵ（列国議会同盟）との緊密な協力の下、開催

． （ ）４ 参加者 Ｇ20諸国及び招待国等の議長又はその代理 別添参加予定者名簿参照

５．議題等 別添第６回Ｇ20国会議長会議（Ｐ20）日程案参照

【別添資料】

（１）参加予定者名簿

（２）第６回Ｇ20国会議長会議（Ｐ20）日程案

（３）Ｇ20国会議長会議の概要



令和元年10月31日時点

国・議会・役職

日本国参議院議長

日本国参議院副議長

ＩＰＵ(列国議会同盟)議長

アルゼンチン共和国上院議長代理

アルゼンチン共和国下院第二副議長

オーストラリア連邦上院議長

オーストラリア連邦下院議長

カナダ上院議長

中華人民共和国
全国人民代表大会常務委員会副委員長

欧州議会副議長

フランス共和国上院副議長

フランス共和国国民議会副議長

インド下院議長

インドネシア共和国国会議長

イタリア共和国上院副議長

イタリア共和国下院副議長

メキシコ合衆国上院議員

メキシコ合衆国下院議長

大韓民国国会議長

ロシア連邦連邦院国際問題委員長

ロシア連邦国家院第一副議長

サウジアラビア王国諮問評議会議長

南アフリカ共和国国民議会議長

トルコ共和国大国民議会議長

アメリカ合衆国下院退役軍人委員長

オランダ王国上院議長

オランダ王国下院第一副議長

タンディ・モディセ君

ムスタファ・シェントプ君

マーク・タカノ君

ヤン・アントニー・ブライン君

オッキエ・テレヘン君

アブドッラー・アール＝シャイフ君

フィリップ・ダリエ君

レティシア・サン＝ポール君

オーム・ビルラ君

プアン・マハラニ君

イニャツィオ・ベニート・マリア・ラ＝ルッサ君

マリア・ロザリア・カルファーニャ君

ナンシー・デ・ラ・シエラ君

ラウラ・アンヘリカ・ロハス・エルナンデス君

文喜相君

コンスタンチン・イォシフォヴィチ・コサチョフ君

アレクサンドル・ドミトリエヴィッチ・ジューコフ君

ペドロ・シルヴァ・ペレイラ君

第６回Ｇ20国会議長会議
参加予定者名簿

参加予定者

山東　昭子君

小川　敏夫君

ガブリエラ・クエバス・バロン君

フェデリコ・ピネド君

ルイス・アルフォンソ・ペトリ君

スコット・ライアン君

トニー・スミス君

ジョージ・フュレー君

万鄂湘君

ｖ



ｖ

 

第６回Ｇ20国会議長会議（Ｐ20）日程案 
2019年10月29日現在 

11月３日（日） 

午後 成果文書事務方打合せ会 

11月４日（月） 

10:00-10:30 開会式 

 －山東昭子参議院議長挨拶 

 －ガブリエラ・クエバス・バロンＩＰＵ議長挨拶 

－フェデリコ・ピネド・アルゼンチン上院議長代理挨拶 

10:30-12:00 第１セッション 

議題：自由で開かれた公正な貿易及び投資の促進 

－参加議長による基調発言（各７分以内） 

 ・ジョージ・フュレー・カナダ上院議長 

 ・タンディ・モディセ・南アフリカ国民議会議長 

－意見交換（各５分以内） 

12:00-14:00 昼食 

14:00-15:30 第２セッション 

議題：人間中心の未来社会に向けた革新技術の利用 

－参加議長による基調発言（各７分以内） 

 ・ヤン・アントニー・ブライン・オランダ上院議長 

 ・オーム・ビルラ・インド下院議長 

－意見交換（各５分以内） 

15:30-15:45 休憩 

15:45-17:15 第３セッション 

議題：世界的課題の解決及び持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）

の達成に向けた取組（開発のための資金調達、透明で効

果的な政府の必要性等） 

－参加議長による基調発言（各７分以内） 

 ・プアン・マハラニ・インドネシア共和国国会議長 

 ・ムスタファ・シェントプ・トルコ共和国大国民議会議長 

 ・ラウラ・アンヘリカ・ロハス・エルナンデス・メキシコ下

院議長 

－意見交換（各５分以内） 

17:15-17:30 休憩 

17:30-18:00 閉会セッション 

－共同声明の採択 

－山東昭子参議院議長挨拶 

夜 両院議長主催レセプション 

11月５日（火） 

終日 山梨視察 
 



Ｇ20 国会議長会議の概要 

 

令和元年 10 月 

参議院国際部 

 

１．目 的 
 
Ｇ20 諸国等の立法府の指導者が、世界的な課題に関して議論を行うことを通じ

て各国の経験及び関連施策の国際協調の在り方について認識を深め、それらを今

後の立法及び行政監視活動に反映させること。 

 

２．経 緯 
 
第１回 

平成 22(2010)年９月 

カナダにおいて、ノエル Ａ．キンセラ上院議長が「Ｇ

20 上院議長会議」を開催。尾 秀久副議長が参加。 

第２回 

平成 23(2011)年５月 

韓国において、パク・ヒテ国会議長が「Ｇ20 国会議長

会議」を開催。広野ただし議員及び山東昭子議員が参

加。 

第３回 

平成 24(2012)年２月 

サウジアラビアにおいて、アール＝シャイフ諮問評議

会議長が「第３回Ｇ20 国会議長会議」を開催。尾 秀

久副議長が参加。 

第４回 

平成 25(2013)年４月 

メキシコにおいて、エルネスト・ハビエル・コルデロ・

アロヨ連邦上院議長が「第４回Ｇ20 国会議長会議」を

開催。玉置一弥議員及び中曽根弘文議員が参加。 

第５回 

平成 30(2018)年 11 月 

アルゼンチンにおいて、ガブリエラ・ミケティ上院議

長、エミリオ・モンソー下院議長及びガブリエラ・ク

エバス・バロンＩＰＵ（列国議会同盟）議長が「Ｇ20

国会議長会議」を開催。山東昭子議員が参加。 

 

３．各会議における参加議長数*1 
 
第１回：７（Ｇ20 諸国：５、その他*2：２） 
 
第２回：14（Ｇ20 諸国：９、その他：５） 
 
第３回：14（Ｇ20 諸国：６、その他：８） 
 
第４回：11（Ｇ20 諸国：８、その他：３） 
 
第５回：13（Ｇ20 諸国：６、その他：７） 

 
＊１：各会議において、議長が不参加の場合は、議長代理が参加している。 

＊２：各会議では、Ｇ20 諸国に加え、数か国の議長等が招待されている。 

 

（了） 


